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高知県の地質・地形から地球の生い立ちまで、

存分に学習できる博物館。

入口では迫力満点のティラノサウルスが

来館者を出迎える。

県内で発掘されたアンモナイトや

珍しい化石のコレクションが展示され、

日本や四国の地質について、

子どもから大人まで、

楽しく学ぶことができる。

佐
川
町

世
界
一
幸
せ
な
ま
ち
を
目
指
し
て



堀ほ

り 

見み 

和か

ず 

道み

ち 

首首
長
は
語
る

長
は
語
る

佐
川
町
長　

「
文
教
の
町
」、佐
川
町
。

県
中
心
部
か
ら
西
に
約
30
㎞
、

四
国
山
脈
の
支
脈
に
抱
か
れ
た

盆
地
の
ま
ち
で
は
、古
く
か
ら
清
酒
の

醸
造
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

地
質
学
的
に
も
多
く
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
、

世
界
的
な
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
を

輩
出
し
た
こ
と
で
も
有
名
な

歴
史
と
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
、

佐
川
町
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

堀
見
町
長
に
伺
い
ま
し
た
。

ま
ち
を

目
指
し
て

世
界
一
幸
せ
な
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02 首長は語る

世界一幸せなまちを目指して
堀見和道　佐川町長
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
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佐
川
町
の
施
設
整
備
の
状
況
お
よ

び
保
健
師
等
の
人
数
、
活
動
状
況

等
に
つい
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
立
施
設
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
、
本
町
に
は
、
国
保
直
営

の
町
立
高
北
国
民
健
康
保
険
病

院
、
診
療
所
（
黒
岩
、
尾
川
）
２

カ
所
、
介
護
保
険
関
係
施
設
と
し

町
民
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

て
、
高
北
病
院
が
管
理
運
営
し
て

い
る
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
希

望
」、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
斗
賀
野
荘
」、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
「
さ
か
わ
荘
」
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

「
セ
ッ
ト
健
診
」、
乳
幼
児
健
診
会

場
等
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て

首首長は語る長は語る
No.94 佐川町長 堀

ほり

 見
み

 和
かず

 道
みち

さ
ら
な
る
受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
む

移
住
し
て
み
た
い
と
思
う

ま
ち
を
創
っ
て
い
く

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
積
極
的
に
展
開

ス
マ
イ
ル
券
」
を
発
行
し
、
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
者

数
は
、
令
和
元
年
度
末
で
１
、

６
０
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
週

単
位
・
月
単
位
で
の
平
均
歩
数

が
大
幅
に
増
加
し
た
」「
体
重
を

量
る
習
慣
が
で
き
た
」
な
ど
の
声

も
あ
り
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
づ
く
り
、
運
動
や
検
診

受
診
等
の
健
康
行
動
の
継
続
、
健

康
づ
く
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、
町
内
各
地
区
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

し
た
の
で
、
令
和
２
年
度
以
降

も
引
き
続
き
、
同
様
の
取
り
組

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成
29
年
度
に
特
定
健
康
診

査
実
施
計
画
（
第
３
期
計
画　

平

成
30
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
）
を

策
定
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
受
診
率
向
上
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
策
定
時
の
受
診
率
は
、

39
・
１
％
で
し
た
が
、
平
成
30
年

度
は
、
３
・
５
％
ア
ッ
プ
の
42
・

（聞き手　国保連合会江口事務局長）

の
機
能
を
持
つ
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
わ
せ
み
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
、

町
内
５
地
区
全
て
に
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地

域
福
祉
の
拠
点
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

保
健
師
の
配
置
は
、
令
和
２

年
度
現
在
、
10
名
体
制
と
な
っ

て
お
り
、
介
護
・
保
健
・
福
祉

部
門
を
統
括
す
る
健
康
福
祉
課

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
わ
せ
み

内
）
に
す
べ
て
の
人
員
を
配
置

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
10
名
の
う

ち
、
１
名
は
課
長
補
佐
と
し
て

管
理
職
の
業
務
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
２
名
は
産
休
・
育
休
中

と
な
っ
て
お
り
、
現
員
７
名

で
、
母
子
保
健
、
障
害
保
健
福
祉
、

健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
基
本
的

な
保
健
師
業
務
の
ほ
か
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
業
務
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

設
置
に
向
け
た
体
制
整
備
の
た

め
、
新
た
に
１
名
を
採
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
と

い
っ
た
地
域
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
保
健
師
の
業
務
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
個
別
の
支
援
は
、

よ
り
専
門
性
や
他
機
関
と
の
調

整
能
力
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
な
ど

は
、
地
域
の
特
色
や
課
題
を
つ

か
み
、
地
域
住
民
の
力
を
引
き

出
す
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

保
健
師
の
人
材
育
成
を
進
め
、

町
民
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
特
定
保
健
指
導
は
、
平

成
29
年
度
の
策
定
時
は
、
終
了
率

10
・
６
％
で
し
た
が
、
平
成
30
年

11
月
の
セ
ッ
ト
健
診
当
日
よ
り
、

健
診
結
果
説
明
会
の
事
前
予
約

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
30
年
度

は
、
前
年
度
よ
り
４
・
７
％
ア
ッ

プ
の
15
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

に
利
用
者
数
を
増
や
し
、
同
じ

管
理
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導

を
継
続
す
る
た
め
、
個
別
契
約

を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
セ
ッ

ト
健
診
初
回
時
か
ら
健
診
結
果

説
明
会
の
事
前
予
約
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

前
年
度
よ
り
13
・
４
％
ア
ッ
プ
の

28
・
７
％
と
、
２
年
続
け
て
目
標

値
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
知
県
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本
一

の
健
康
長
寿
県
構
想
」
を
受
け
た

よ
さ
こ
い
健
康
プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保

健
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
「
よ
さ
こ
い
健
康
プ
ラ
ン
21
」

の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、

本
町
で
は
、
高
知
家
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
町
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
「
佐
川
町

め
ざ
せ
健
康
体
ク
ラ
ブ
事
業
」

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
獲
得

ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
町
内
施
設
等

で
使
え
る
「
さ
か
わ
ハ
ッ
ピ
ー

６
％
、
令
和
元
年
度
は
、
42
・
３
％

と
２
年
続
け
て
42
％
台
の
受
診

率
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
医
師

か
ら
の
受
診
勧
奨
依
頼
を
町
外

の
医
療
機
関
へ
拡
大
、
ま
た
、

み
な
し
健
診
情
報
提
供
事
業
の

対
象
医
療
機
関
も
町
外
の
医
療

機
関
へ
拡
大
す
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
受
診
率

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
、
国
保
連
共
同
事
業
を
活
用

し
た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
特
定
健
診

受
診
率
向
上
対
策
支
援
事
業
へ

の
委
託
、
か
か
り
つ
け
医
で
の

個
別
健
診
等
の
医
療
機
関
の
協

力
、
集
団
健
診
で
の
時
間
を
区

切
っ
た
予
約
等
、
引
き
続
き
受

催
す
る
な
ど
、
住
民
が
主
体
的
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
民

の
幸
せ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
が
、
自
分
ご
と
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
健
康

福
祉
課
を
中
心
に
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
化
へ
の
対
策
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

　

本
町
の
出
生
者
数
は
、
こ
こ

数
年
、
年
間
60
人
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
公
立
２
カ
所
、
私

立
５
カ
所
の
保
育
所
が
あ
り
、

延
長
保
育
や
乳
児
保
育
、
一
時

保
育
、
障
が
い
児
保
育
な
ど
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
各
保
育
所
が
地
域
と

の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育

む
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
時
期
か
ら
保
健

師
が
関
わ
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
主
に
保
育

所
等
に
通
っ
て
い
な
い
親
子
の

交
流
・
相
談
場
所
と
し
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
て
お
り
、

子
育
て
に
悩
む
方
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
通
院
・
入
院
と
も

に
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
化
し

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
へ
の
初
回
登

録
費
用
の
助
成
や
、
結
婚
に
伴

う
引
っ
越
し
費
用
等
を
助
成
す

る
新
婚
生
活
応
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
妊
治
療

費
や
不
育
症
治
療
費
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
平
成
30
年
３
月
に

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
宣
言

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
へ

の
対
策
は
、
子
育
て
支
援
策
だ
け

で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
本
町
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
仮
に
本
町
を
離

れ
て
も
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と

思
う
ま
ち
、
県
外
の
方
が
本
町
に

興
味
を
抱
き
、
移
住
し
て
み
た
い

と
思
う
ま
ち
を
町
民
み
ん
な
で

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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高
齢
者
が「
生
き
が
い
」を
持
っ
て

活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

「
チ
ー
ム
さ
か
わ

　

―
ま
じ
め
に
お
も
し
ろ
く
―
」

住
民
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
よ
り

介
護
保
険
料
の
減
額
を
実
現

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
・
特
定
保
健

指
導
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
く

運
動
で
汗
を
か
い
て
、心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
率
的
な
医
療
費
分
析
や

保
健
事
業
の
提
案
等
の
支
援
を

健
指
導
利
用
者
の
増
加
を
図
る

取
り
組
み
が
最
優
先
の
課
題
だ

き
続
き
、
住
民
の
方
々
と
一
体

と
な
っ
た
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
進
め
る
な
ど
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
介

護
保
険
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
見
町
長
ご
自
身
が
健
康
に
対
し

て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　

愛
犬
２
匹
の
散
歩
が
日
課
で

す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
習
慣

に
し
て
お
り
、
週
に
約
３
回
、
１

日
に
７
～
10
㎞
、
週
末
は
13
～
15

㎞
ほ
ど
走
り
ま
す
。
斗
賀
野
、
黒

岩
、
加
茂
、
尾
川
の
４
地
区
に
気

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。

　

高
齢
者
人
口
は
、
令
和
３
年
２

月
末
現
在
で
４
、９
６
６
人
、
高
齢

化
率
は
39・７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は

年
々
、
増
加
し
て
お
り
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
医

療
や
介
護
保
険
、
権
利
擁
護
の

制
度
に
つ
な
ぐ
等
の
相
談
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
地
域
の
理

解
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
行
う
と
と
も
に
、
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
を
作
成
し
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
で
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
の
見

守
り
と
合
わ
せ
て
行
方
不
明

と
な
っ
た
場
合
で
も
捜
索
活
動

を
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
申
請
に
よ
っ
て
対

象
者
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
、

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
う

「
さ
か
わ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
独
居
高
齢
者

に
入
っ
た
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の

日
の
気
分
で
使
い
分
け
て
い
ま

す
。
雨
の
日
は
自
宅
で
バ
イ
ク
を

漕
い
だ
り
と
、
１
回
に
40
分
は
汗

を
か
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
面
で
は
、
妻
が
作
っ

て
く
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
３
食
取
り
、
体
調
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

い
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
が
活
発

な
こ
と
に
加
え
て
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
集
い

や
訪
問
等
に
よ
っ
て
、
介
護
予

防
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
効
果

も
あ
り
、
第
８
期
（
令
和
３
年

度
～
令
和
５
年
度
）
に
お
け
る

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
は
、
基
準
額
ベ
ー
ス
で
前
期

か
ら
２
０
０
円
の
減
額
と
な
る

月
額
５
、８
０
０
円
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
８
月
に
は
、
高
齢

者
だ
け
で
な
く
障
害
者
も
利
用

で
き
る
共
生
型
の
地
域
密
着
型

施
設
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
引

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事
業

等
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さい
。

　

国
保
連
合
会
に
は
、
保
健
事

業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
）
を
は
じ
め
、
多
大
な
ご

指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
た
効
率
的
な
医
療

費
分
析
、
保
健
事
業
の
提
案
等

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

令
和
３
年
２
月
時
点
で
、
介

護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
数

は
４
、９
４
４
人
で
、
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
は
１
、０
０
７

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

者
は
５
２
６
人
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
は
２
０
０
人
、
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
１
５
６
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
近
年

は
、
要
介
護
認
定
者
及
び
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
お
り
、
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
期
間
（
平
成
30
年

度
～
令
和
２
年
度
）
の
介
護
給

付
費
に
つ
い
て
、
各
年
度
と
も

計
画
値
よ
り
実
績
が
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
百
歳
体
操
や
ふ
れ
あ

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
を

日
ご
ろ
か
ら
見
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
大

切
で
す
。
町
内
に
は
、
民
生
委
員

の
ほ
か
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

団
体
・
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
今
後

も
各
地
区
に
整
備
し
た
、
あ
っ
た

か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
、

高
齢
者
が
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
「
生
き
が
い
」
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
２
月
末
現
在
、
人

口
に
対
す
る
国
保
の
加
入
率
は
、

24
・
３
％
、
国
保
加
入
者
の
う

ち
53
・
２
％
が
65
歳
か
ら
74
歳

と
な
っ
て
お
り
、
前
期
高
齢
者

の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

総
医
療
費
、
一
人
あ
た
り
の

医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
国
保
特
別
会

計
約
19
億
円
の
う
ち
、
給
付
費

の
占
め
る
割
合
が
約
４
分
の
３

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

入
院
に
よ
る
医
療
費
の
伸
び
率

の
増
加
が
大
き
く
、
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
毎
年

度
８
％
か
ら
11
％
の
伸
び
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
全

体
で
み
て
み
ま
す
と
、
前
期
高

齢
者
の
医
療
費
の
占
め
る
割
合

が
約
７
割
と
高
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

疾
病
別
で
の
医
療
費
を
み
て

み
ま
す
と
、
人
工
透
析
患
者
数
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
半
数
が
糖
尿
病
を
有
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
の
１
件
あ
た
り
の
費
用
額
に

つ
き
ま
し
て
も
、
高
知
県
内
で
上

位
と
な
っ
て
お
り
、（
令
和
元
年

度
、
男
性
は
１
位
）
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
、
令
和
元
年
度
よ
り
高

知
県
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
委
託

か
ら
直
営
に
切
り
替
え
て
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
未
受
診
者

の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
理
由
に
よ
り
、
特
定
健
診
の

受
診
率
の
向
上
お
よ
び
特
定
保

佐
川
町
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

や
地
域
振
興
事
業
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
つい
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
佐
川
町
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
も
っ
と
良
い
町
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
計

画
的
に
し
っ
か
り
と
施
策
を
実

行
し
て
い
く
部
分
と
住
民
の
皆

さ
ん
も
能
動
的
に
町
の
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
両

面
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ま
さ
に
「
チ
ー
ム
さ
か

わ
―
ま
じ
め
に　

お
も
し
ろ
く

―
」
の
名
称
の
中
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
行
政
側
は
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
向

け
に
は
、
別
冊
版
「
み
ん
な
で

つ
く
る
総
合
計
画
」
の
中
に
25

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
し
、
町
の

こ
と
に
参
画
す
る
指
針
と
な
る

よ
う
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
３
月
末
で
中
間
年
の
５
年
間

と
な
る
た
め
、
総
括
と
し
て

「
チ
ー
ム
佐
川
新
聞
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
時
代
の
文
教
の
町

を
形
作
る
も
の
と
し
て
、「
さ
か

わ
未
来
学
」
が
あ
り
ま
す
。
思
い

や
り
・
創
造
力
・
郷
土
愛
が
あ
る

人
材
育
成
の
た
め
に
、
未
来
創
造

力
・
ふ
る
さ
と
力
・
人
間
力
の
「
三

つ
の
力
」
を
育
て
る
教
育
で
、「
世

界
一
幸
せ
な
町
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
佐
川
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

教
育
構
想
で
す
。
子
ど
も
は
学
校

で
の
学
び
、
大
人
は
生
涯
学
習
と

し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

佐
川
町
の
こ
と
を
知
っ
て
、
人
間

性
を
磨
き
、
創
造
力
を
発
揮
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
副
読
本
と
し
て
、
動

画
等
も
取
り
入
れ
た
デ
ジ
タ
ル

教
材
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
年
前
か
ら
、
自
伐
型

林
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

し
、
担
い
手
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
卒
業
後
も
佐
川
町
で
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
、
町
と
所
有
者
が

管
理
契
約
を
結
び
、
施
業
委
託
を

す
る
形
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力

チーム佐川新聞 酒道ロード劇場 青山文庫庫舎 牧野富太郎ふるさと館

隊
の
卒
業
後
に
、
小
さ
く
行
う
林

業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
全

国
的
に
注
目
さ
れ
、
林
野
庁
を
は

じ
め
、
民
間
企
業
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
林
業
の
出
口
と
し

て
、
木
材
加
工
の
独
自
化
や
、

そ
の
他
農
業
等
も
含
め
た
産
業

振
興
の
新
し
い
拠
点
と
し
て
の

「
道
の
駅
」
を
２
年
後
に
は
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
、
全
国
に
向

け
て
発
信
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

根
っ
こ
は
全
て
「
チ
ー
ム
さ
か

わ
―
ま
じ
め
に　

お
も
し
ろ
く

―
」。
行
政
と
住
民
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
、
面
白
が

る
、
失
敗
し
て
も
、
ま
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
け
る
町
に
な
れ
ば
、「
世
界
で

一
番
、
幸
せ
な
町
」
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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総面積　6.53k㎡
人口　2,605 人
国保被保険者数　753 人
高齢化率　41.7％

（令和３年２月末現在）
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田野町
Vol.95

生涯を通じて幸せを
感じてもらえるまちを目指す
―コロナ完全終息に向け、今を乗り越えがんばろう―

コ
ン
パ
ク
ト
で

住
み
や
す
い
ま
ち

　

田
野
町
は
、
高
知
市
か
ら
東
へ
55
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
奈
半
利
川
西
岸
河
口
に
位
置

し
、
南
は
土
佐
湾
に
面
し
、
気
候
は
温
暖

で
降
雪
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
澄
ん
だ
空
と

緑
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
町

の
大
き
さ
は
東
西
２
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
は
６
・

５
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
四
国
で
一

番
小
さ
な
町
で
す
。

　

町
の
中
心
部
に
、
ス
ー
パ
ー
や
医
療
機

関
、
教
育
機
関
や
公
共
機
関
が
集
約
し
て

お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す
い
、
田

舎
な
ら
で
は
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
自

か
れ
、
栄
養
の
意
識
や
運
動
の
意
識
の
変

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。子

育
て
支
援
拠
点
・
地
域
生
活

支
援
拠
点「
遊あ

そ
ぶ
ん
じ
ゃ

分
舎
」

―「
お
た
が
い
さ
ま
」を
育
む
―

　

母
子
保
健
、
障
が
い
保
健
福
祉
、
健
康

増
進
に
関
す
る
こ
と
は
中
芸
５
町
村
（
奈

半
利
町
、
田
野
町
、
安
田
町
、
北
川
村
、

馬
路
村
）
で
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
に
中
芸
広
域
連
合
保
健
福

祉
課
が
設
置
さ
れ
、
広
域
行
政
で
取
り
組

み
始
め
て
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
一
つ

の
町
や
村
だ
け
で
は
、
取
り
組
み
切
れ
な

い
課
題
に
も
５
町
村
の
保
健
師
や
栄
養

士
、
事
務
担
当
が
チ
ー
ム
で
広
域
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
で
は
、
過
疎
化
や
核
家
族

化
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
子

ど
も
や
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
大
人
も

含
め
て
体
験
や
経
験
が
少
な
く
な
り
、
人

と
の
交
流
や
学
び
あ
い
の
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
体
験
を

二十三士首領、清岡道之助旧邸。
令和３年４月からリニューアルオープン

田野町完全天日塩製塩体験施設 江戸時代、藩主の宿泊所として建てられた
貴重な建造物「岡御殿」

田野町が分譲を実施している「上ノ岡団地」。
多くの子育て世帯が居住している

主幹　平瀬大祐

眼下に田野の町並みと太平洋を望む「大野台地」では、稲の他にナスやオクラ、ジャガイモなど、さまざまな農産物を栽培。
奥に見える岬は羽根岬。

広
域
連
合
で
実
施
す
る
他
町
村
の
集
団
健

診
会
場
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
過
去

数
年
低
調
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
平
成

21
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は

10
％
台
で
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
に
つ
い
て
は
、
20
％
台
後
半
ま
で

受
診
率
が
上
が
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

度
の
28
・
２
％
は
県
下
で
最
下
位
で
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
電
話
で
の
受
診
勧

奨
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
等
に
、
よ
り
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
29
年
度
の
受
診
率
は
37
・
１
％
、
平

成
30
年
度
は
42
・
１
％
、
令
和
元
年
度
は

44
・
７
％
と
、
受
診
率
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
集
団
健
診
実
施
後
、
受
診
者
を

対
象
に
健
診
結
果
の
返
却
と
併
せ
て
、
健

診
結
果
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
説

明
会
で
は
、
保
健
師
等
に
よ
る
健
診
結
果

の
見
方
の
解
説
や
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
栄
養
の
講

義
、
さ
ら
に
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
簡

単
な
運
動
実
技
等
を
行
っ
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
は
「
今
ま
で
の
食
生
活
を
改
善
し

よ
う
と
思
っ
た
」「
意
識
的
に
身
体
を
動

か
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

慢
で
す
。

　

ナ
ス
な
ど
の
施
設
園
芸
を
主
体
と
す
る

農
業
が
主
な
産
業
で
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
活
か
し
た
地
酒
の
醸
造
等
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
産
業
別
就
業
人

口
は
、
医
療
・
福
祉
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
宰
相
「
濱
口

雄
幸
」、
幕
末
の
志
士
「
清
岡
道
之
助
」

な
ど
の
偉
人
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
濱
口
雄
幸
旧
邸
、
清
岡
道
之
助
旧
邸
、

岡
御
殿
、
二
十
三
士
公
園
等
の
史
跡
、
名

所
が
あ
り
ま
す
。

　

山
、
川
、
海
の
距
離
が
近
い
と
い
う
豊

か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
て
、
近
年
で
は

海
水
を
原
料
に
太
陽
と
風
の
力
だ
け
で
作

る
「
完
全
天
日
塩
」
や
、大
野
台
地
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
が
新
た
な
特
産
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
定
健
診
の

受
診
率
を
上
げ
よ

　

田
野
町
で
は
例
年
、
６
月
頃
と
10
月
頃

に
、
２
～
３
日
程
度
、
特
定
健
診
の
集
団

健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
併
せ
て
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
等
の
各
種
が
ん
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方
に
特

定
健
診
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、
中
芸

田野町役場　保健福祉課
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通
し
て
獲
得
し
て
き
た
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も
影
響
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
「
お
た
が
い
さ
ま
」

の
関
係
が
弱
く
な
る
（
地
域
力
の
低
下
）

と
い
っ
た
課
題
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
に
中
芸
５
町
村
の

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
役
割
と
障
が
い

者
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
役
割
を
持
っ
た

施
設
と
し
て
、「
遊あ
そ
ぶ
ん
じ
ゃ

分
舎
」
を
民
家
を
借

り
上
げ
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に

近
い
場
で
体
験
し
た
り
、
障
が
い
者
等
が

仲
間
と
一
緒
に
生
活
体
験
で
き
る
ほ
か
、

日
中
活
動
を
通
し
て
一
人
一
人
が
気
付
き

を
得
た
り
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
の
方
の

力
や
思
い
も
知
る
機
会
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
の
中
で
活

動
の
制
限
も
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

や
交
流
で
き
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
地
域
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
、
参

加
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
と
も
っ
と
も
っ

と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。

田
野
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会

―「
食
改
さ
ん
」の
活
動
―

　

田
野
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、

地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
や
健
康
増
進
の

た
め
の
実
践
活
動
に
長
年
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
加
工
食
品
の
塩
分

測
定
一
覧
表
作
成
に
よ
る
高
血
圧
予
防
の

取
り
組
み
や
、
糖
尿
病
予
防
や
高
脂
血
症

予
防
を
目
的
と
し
て
、
地
元
食
材
を
利
用

し
た
減
塩
料
理
を
地
域
に
伝
え
る
活
動
を

行
う
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、「
食
改
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
食
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、
幼
稚
園

児
や
小
学
生
、
中
学
生
と
の
調
理
実
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
町
内
に
あ

る
県
立
高
校
に
も
お
邪
魔
し
、
食
育
に
関

す
る
講
座
を
行
っ
た
り
、
高
校
生
と
一
緒

に
な
っ
て
学
習
に
参
加
し
た
り
と
、
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
、
お
年
寄
り
ま
で
、

食
に
関
す
る
こ
と
は
健
康
増
進
に
大
切
な

こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

自
発
的
に
自
分
の
食
生
活
を
見
つ
め
直
し

た
り
、
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
地
域
に

密
着
し
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
食
生
活
改

ORANKU NO HOKENJIGYO

遊分舎。柚子しぼり体験

健診結果説明会の様子年度別特定健診受診率

食改さん。幼稚園児と調理実習する様子

食改さん。高校生に郷土料理を紹介する様子小学生とひまわりの種を植える「田野ちゃあリーダーズ」

「田野ちゃあリーダーズ」が手作りしたマスク。
一つ一つにエールが添えられている

善
の
活
動
を
行
う
「
食
改
さ
ん
」
は
大
変

貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
野
町
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

―
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
―

　

田
野
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
に

係
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
元

年
度
よ
り
６
歳
（
小
学
校
就
学
前
）
ま
で

の
子
ど
も
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
費
用
の
全
額
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
よ
る
重
症

化
予
防
を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
接
種
率
を
高
め
、
町

民
の
健
康
増
進
や
子
育
て
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
初
年
度
で
あ
る
令
和
元
年
度
は
対

象
者
約
１
２
０
名
の
う
ち
71
名
が
接
種
し

ま
し
た
（
接
種
率
60
％
）。
令
和
２
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
か
初
年
度
よ
り
は
接
種
率
が
下
が
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
対
象
者
約
１
１
３

名
の
う
ち
63
名
が
接
種
し
ま
し
た
（
接
種

率
56
％
）。

―
田
野
ち
ゃ
あ
リ
ー
ダ
ー
ズ
―

　

平
成
30
年
５
月
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
の
協
議
体
と
し
て
地
域
の
お
ば
ち
ゃ

ん
た
ち
が
集
ま
り
、
田
野
町
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
少

な
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
町
を
み
ん
な
で
応
援
し

よ
う
と
、
土
佐
弁
の
「
～
ち
ゃ
あ
」
と
地

元
の
田
野
中
学
校
で
作
ら
れ
て
い
る
お
茶

の
「
茶ち
ゃ

」
を
か
け
合
わ
せ
て
「
田
野
ち
ゃ

あ
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
と
命
名
し
、
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
区

の
盆
踊
り
に
参
加
し
た
り
、
田
野
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
と
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を
一
緒
に
育
て
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
学
習
も
し
な
が

ら
、
収
穫
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
福
島
県

へ
送
っ
て
復
興
支
援
に
参
加
し
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
は
卒
業
式
で
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
か

ら
６
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
手
作
り
の
マ
ス
ク

を
贈
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
に
は
「
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
感
謝
の
お
手
紙
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
い
る
「
田
野
ち
ゃ
あ
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
の

取
り
組
み
が
町
全
体
に
広
が
り
、
田
野
町

が
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

香
美
市

県
北
東
部
の
山
間
に
位
置
し
、

物
部
川
、
べ
ふ
峡
、
龍
河
洞
な
ど

美
し
く
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
て
き
た
香
美
市
。

「
輝
き
・
や
す
ら
ぎ
・
賑
わ
い
を

み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
、

進
化
す
る
自
然
共
生
文
化
都
市

香
美
市
で
あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

安
心
・
新
鮮
！

安
心
・
新
鮮
！

地
産
地
消
か
ら
全
国
へ

地
産
地
消
か
ら
全
国
へ

「
香
美
市
の
シ
シ
ト
ウ
」

「
香
美
市
の
シ
シ
ト
ウ
」

香美市、シシトウ農家　菊地雄太さん

シ
シ
ト
ウ
農
家
の

菊
地
さ
ん
を
訪
ね
る

　

今
回
は
香
美
市
香
北
町
「
香

美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念
館
ア

ン
パンマン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
か
ら
北
へ

と
く
ね
く
ね
道
を
登
り
、
シ
シ
ト

ウ
農
家
を
営
む
菊
地
雄
太
さ
ん
の

畑
を
訪
ね
た
。

　

菊
地
さ
ん
は
現
在
、
露
地
栽

培
で
シ
シ
ト
ウ
を
メ
イ
ン
で
作
っ
て
い

る
。
４
月
か
ら
５
月
に
苗
を
植
え

付
け
、
暖
か
い
年
だ
と
12
月
頃
ま

で
収
穫
す
る
。
シ
シ
ト
ウ
の
合
間

に
は
、
山
の
中
で
原
木
シ
イ
タ
ケ

の
他
、
12
月
か
ら
３
月
頃
ま
で
は

ブ
ロッコ
リ
ー
を
作
っ
て
い
る
。
ブ
ロッ

コ
リ
ー
は
少
量
の
た
め
、
市
場
に

は
出
さ
ず
、
野
菜
専
門
の
個
人

向
け
販
売
サ
イ
ト
に
出
荷
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
季
節
ご
と
に
大
根
、

キ
ュ
ウ
リ
、
オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど

も
作
っ
て
い
る
。

野
球
選
手
か
ら
農
家
へ
転
身

　

農
家
に
な
る
以
前
、
菊
地
さ
ん

は
国
内
外
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム

で
、
内
野
手
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
元
野
球
選
手
だ
。
生
ま
れ
も

育
ち
も
神
奈
川
県
横
浜
市
、
高

校
卒
業
後
に
渡
米
し
、
２
０
１
４

年
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
、
そ
の
後
、

２
０
１
９
年
ま
で
は
国
内
の
チ
ー
ム

で
プ
レ
イ
し
た
。

　

そ
の
後
、
奥
さ
ま
（
香
美
市

出
身
）
の
ご
実
家
の
土
地
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
こ
で
何
か
や
り
た
い
、

と
一
念
発
起
。
選
手
時
代
か
ら
食

べ
物
に
は
気
を
使
っ
て
い
た
が
、
農

業
の
知
識
は
な
か
っ
た
た
め
、
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
シ
シ
ト
ウ
を
作
る

　

農
業
１
年
目
は
ネ
ギ
を
作
っ
て

い
た
菊
地
さ
ん
。
１
年
目
は
野
球

を
や
り
な
が
ら
、
兼
業
で
農
業
を

始
め
た
。
し
か
し
、
出
荷
準
備

の
皮
む
き
で
目
の
痛
み
や
手
の
腫

れ
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
ネ
ギ
は

体
質
に
合
わ
ず
、
栽
培
を
断
念
。

地
元
の
人
た
ち
に
相
談
し
、
土
地

柄
か
ら
「
シ
シ
ト
ウ
が
向
い
て
い
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
農
業
２

年
目
か
ら
は
シ
シ
ト
ウ
を
作
り
始

め
た
。
現
在
、
シ
シ
ト
ウ
は
３
年

目
に
な
る
。

　

初
め
て
の
植
え
付
け
後
、
収
穫

ま
で
の
期
間
、
他
の
農
家
に
ア
ルバ

イ
ト
に
行
き
、
収
穫
の
手
伝
い
な

ど
を
し
な
が
ら
、「
植
え
付
け
の

何
カ
月
前
に
は
、
こ
う
いっ
た
肥
料

を
ま
く
と
い
い
で
」
「
土
づ
く
り
は

こ
う
い
う
の
が
い
い
よ
」
な
ど
、
先

輩
農
家
の
方
か
ら
勉
強
し
た
。
さ

ら
に
、
植
え
付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
は
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
営

農
の
方
に
相
談
し
、
試
行
錯
誤
の

中
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

や
り
が
い
は
「
自
分
が

作
っ
た
野
菜
を
誰
か
が

食
べ
て
く
れ
る
こ
と
」

　

農
業
の
魅
力
は
、「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
で
き
る
こ
と
」
と
菊
地
さ
ん
。

ま
た
、
息
抜
き
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手

のYouTube

動
画
を
見
て
い
る

と
、
プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
食
事
を

公
開
し
て
お
り
、
冷
蔵
庫
に
シ
シ

ト
ウ
の
パッ
ク
が
入
っ
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
。「
も
し
か
し
た
ら
、
自

分
が
作
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
、す
ご
く
嬉
し
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

「
自
分
の
子
ど
も
に

食
わ
せ
ら
れ
な
い
も
の
は
、

作
っ
た
ら
い
か
ん
！
」

　

今
で
も
交
流
が
あ
る
先
輩
農

家
の
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
の一つ
、

「
自
分
の
子
ど
も
に
食
わ
せ
ら
れ

な
い
も
の
は
、
作
っ
た
ら
い
か
ん
」

は
、
菊
地
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
方
で
、
消
毒
を
頻
回
行
っ
た

野
菜
は
「
見
た
目
に
は
い
い
も
の
」

が
で
き
、
市
場
で
高
い
値
が
付
く

こ
と
も
多
々
あ
る
。
菊
地
さ
ん
も

農
薬
は
使
う
が
、
濃
度
や
頻
度
が

で
き
る
限
り
少
な
く
済
む
よ
う
努

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
気
予
報

を
見
て
、
雨
が
続
く
日
の
前
に
散

布
す
れ
ば
、
虫
が
駆
除
さ
れ
た
後
、

農
薬
は
き
れ
い
に
流
れ
る
。
ま
た
、

収
穫
期
の
夏
場
に
は
１
０
０
㎏
に

も
な
る
シ
シ
ト
ウ
を
丁
寧
に
選
別

す
る
。
す
る
と
、
中
に
は
虫
に
食

わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
農
薬
が
効
き
す
ぎ
て
い
な
い
証

拠
。
選
別
の
作
業
は
と
て
も
大
変

だ
が
、
確
認
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ブ
ロッコ
リ
ー
な
ど
市
場

に
卸
さ
な
い
も
の
は
、
で
き
る
だ

け
無
農
薬
で
作
っ
て
い
る
。
植
え

付
け
の
と
き
に
散
布
す
る
だ
け
で
、

食
べ
る
人
の
こ
と
を
考
え
、
最
低

限
の
使
用
に
留
め
て
い
る
。

昨
年
と
同
じ
年
は

一
度
も
な
い

　

シ
シ
ト
ウ
１
年
目
は
、
大
き
な

問
題
も
な
く
、
上
手
く
い
っ
た
。

し
か
し
、
２
年
目
は
苗
を
植
え
付

け
た
数
日
後
、
大
雨
で
全
て
の
苗

が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
大
雨
の
中
、

丸
一日
か
け
て
、
６
５
０
本
の
苗
の

１
本
ず
つ
に
添
え
木
を
し
て
立
て

直
し
た
。
幸
い
、
苗
は
持
ち
直
す

こ
と
が
で
き
た
。

　

普
段
は
そ
の
程
度
の
雨
で
は

倒
れ
な
い
そ
う
だ
が
、
苗
が
例
年

よ
り
少
し
弱
か
っ
た
こ
と
が
原
因

自然相手なので、どれ
だけ気を付けても、台
無しになることもある
と菊地さん

肥料をまいたり、収穫など人手
のいる作業には奥さまのおじい
さんも手伝ってくれている

取材した日は、畑でみず
みずしいブロッコリーが
出迎えてくれた

高知県が全国一の生産量
を誇るシシトウは、切らずに
そのまま食べられるので、
焼いてよし、炒めてよし、揚
げてもよし、と幅広い料理
で楽しむことができる

シシトウ（＝獅子唐辛子）は、
βカロテン、ビタミンC、カリ
ウムなどを豊富に含む風味
豊かな緑黄色野菜。中南米
原産でヨーロッパに渡った
後、世界に広がった
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スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

会
報「
な
で
し
こ
だ
よ
り
」

を
発
行

会
報
編
集
委
員
会

企
画
展
示
で『
黒
い
鞄
』が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館・高
知
県
立
大
学
連
携
企
画

（
書
籍
紹
介
）

　

１
月
25
日
、
高
知
県

国
保
連
合
会
会
議
室
に

お
い
て
、「
会
報
編
集

委
員
会
」
を
開
催
し
、

会
報
「
な
で
し
こ
だ
よ

り（
第
40
号
）」の
編
集
・

発
行
に
向
け
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
に

は
、
会
報
第
40
号
を
発

行
し
、
会
員
等

に
配
布
。
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
活
動
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年

で
し
た
が
、
令
和
２
年

度
の
事
業
実
績
な
ど
を

会
員
間
で
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
か
ら
４
月
３
日
の
間
、

高
知
市
の
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館

に
お
い
て
、
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書

館
・
高
知
県
立
大
学
連
携
企
画
（
書

籍
紹
介
）
と
し
て
、「
医
療
衛
生
と
地

域
・
身
体
を
め
ぐ
る
50
冊
―
木
村
哲

也
の
世
界
を
手
が
か
り
に
―
」
が
開

催
さ
れ
、
書
籍
の
紹
介
お
よ
び
冊
子

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
示
で
は
、
テ
ー
マ
ご
と

に
選
出
さ
れ
た
書
籍
を
紹
介
（
下
表

参
照
）。
高
知
県
国
保
連
合
会
お

よ
び
な
で
し
こ
の
会
発
行
『
黒

い
鞄
』
が
、
テ
ー
マ
「
地
域
医

療
の
中
の
保
健
婦
／
保
健
師
を

知
る
た
め
の
５
冊
」
の
中
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、『
黒
い

鞄
』
は
オ
ー
テ
ピ
ア
に
寄
贈
さ

れ
て
お
り
、
貸
し
出
し
可
能
で

す
。（
以
下
、
冊
子
よ
り
引
用
）

　
『
高
知
県
保
健
師
の
記
録　

黒
い
鞄

―
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
と
と
も
に
』

は
、
昭
和
60
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

に
高
知
県
内
に
駐
在
、
市
町
村
に
所

属
し
た
保
健
婦
／
保
健
師
に
よ
る
記

録
集
で
あ
る
。
地
域
特
性
や
多
様
な

健
康
課
題
に
応
じ
て
、
し
な
や
か
な

発
想
を
持
っ
た
活
動
が
、
生
き
た
地

域
の
様
子
と
と
も
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
各
記
録
の
テ
ー
マ
か
ら
は
、
地

域
に
対
し
て
保
健
婦
／
保
健
師
が
込

め
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
、
ひ
と
つ
の

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
保
健
婦
／
保
健

師
の
持
つ
技
術
や
仕
組
み
を
、
地
域

に
馴
染
む
よ
う
に
機
能
さ
せ
、
活
動

を
展
開
す
る
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
記
録
が
年
代
を
重
ね
て
一
冊
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
に
、
地
域
社
会
で
取

り
組
む
流
れ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
紹
介
者
：
川
本
美
香
氏
）

（
出
展
：『
医
療
衛
生
と
地
域
・
身
体
を
め
ぐ
る

50
冊
―
木
村
哲
也
の
世
界
を
手
が
か
り
に
―
』

飯
髙
伸
吾
・
川
本
美
香
・
吉
川
孝
）

医療衛生と地域・身体をめぐる 50 冊
―木村哲也の世界を手がかりに―

木村哲也の世界を知るための５冊

地域医療のなかの保健婦
／保健師を知るための５冊

ハンセン病患者の生活世界を知るための 10 冊

水俣病患者の生活世界を知るための５冊

統治技法としての医療衛生を知るための 10 冊

後藤新平を知るための 10 冊

病めることの歴史を知るための 10 冊

「人の温かさ」は「人の温かさ」は

都会では感じなかった都会では感じなかった

いいところいいところ

だ
っ
た
よ
う
だ
。
年
に
よ
っ
て
苗
の

強
さ
、
天
候
や
虫
の
発
生
な
ど
、

条
件
が
異
な
る
。
暖
か
い
年
で
は

６
月
頃
か
ら
虫
が
出
始
め
、
そ
の

分
、
農
薬
を
ま
く
期
間
が
長
引

く
が
、
農
薬
を
ま
い
た
後
、
24
時

間
は
収
穫
が
で
き
な
い
た
め
、
先

に
収
穫
す
る
。
そ
う
い
っ
た
段
取

り
も
年
に
よ
り
異
な
る
の
が
、
自

然
相
手
な
ら
で
は
の
難
し
さ
だ
。

　

ま
た
、
約
20
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
前
述
の
先
輩
農
家
の
方
で

あ
っ
て
も
、「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
年

は一
度
も
な
い
。
天
候
と
の
闘
い
」

と
の
こ
と
。
そ
の
方
は
、
ハウ
ス
栽

培
も
し
て
い
る
の
で
、
毎
日
、
天

こ
こ
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
見
ら
れ
る

　

市
場
の
値
段
の
変
動
も
難
し
い

点
だ
。
１
箱
（
１・５
㎏
）
に
平
均

３
千
円
の
値
が
付
く
が
、
昨
年
は

８
千
円
ま
で
上
がっ
た
。
翌
日
、
張

り
切
っ
て
、
総
出
で
パッ
ク
詰
め
を

し
て
市
場
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
付
い

た
値
段
は
な
ん
と
10
分
の
１
に
。
こ

れ
は
極
端
な
例
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
、

市
場
の
値
段
の
見
極
め
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
売
り
先
が
県
内
外
、
い

ず
れ
の
市
場
か
、出
す
量
の
多
寡
、

市
場
に
出
す
か
農
協
に
出
す
か
に

よ
っ
て
も
値
段
の
傾
向
は
変
わ
っ
て

く
る
。
県
外
行
き
は
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ルス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

飲
食
店
の
需
要
の
落
ち
込
み
で
値

段
が
下
が
っ
た
り
と
、
こ
こ
で
も
新

型
コロ
ナ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

香
美
市
の
魅
力
、

好
き
な
と
こ
ろ

　
「
い
い
意
味
で
田
舎
で
す
よ
ね
」

と
菊
地
さ
ん
。
横
浜
市
の
都
会

生
活
で
は
、
近
所
の
人
と
も
あ
い

さ
つ
以
上
に
話
を
す
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
帰
宅
す
る
と
、
隣
の
家
の

人
が
居
て
、「
大
根
、
置
い
ち
ょ

く
で
」
と
言
わ
れ
て
最
初
は
驚
い

た
。
そ
う
いっ
た
「
人
の
温
か
さ
」

は
都
会
で
は
感
じ
な
か
っ
た
い
い
と

こ
ろ
で
、「
子
育
て
を
す
る
に
は
、

と
て
も
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

農
家
の
野
球
チ
ー
ム
を

つ
く
り
た
い
！

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
伺

う
と
、「
シ
シ
ト
ウ
に
つい
て
は
、
ま

だ
３
年
目
な
の
で
、
今
後
、
①
今

の
露
地
栽
培
で
面
積
や
本
数
を

増
や
し
て
、
人
を
雇
用
す
る
形
態

②
新
た
にハウ
ス
を
建
て
て
、
冬
季

も
シ
シ
ト
ウ
を
作
って
い
く
―
そ
の
い

ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
方
や
る
の

か
は
、
こ
れ
か
ら
決
め
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
って
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
社
会
人
野
球
は
30

歳
前
後
で
引
退
し
て
、
そ
の
ま

ま
残
れ
る
会
社
も
あ
る
が
、
野
球

が
終
わ
っ
た
ら
、
放
り
出
さ
れ
て
、

何
し
て
い
い
か
分
か
ら
ん
、
で
も
子

ど
も
も
お
る
し
、
と
い
う
知
り
合

い
が
た
く
さ
ん
い
る
。
で
も
、
農

業
な
ら
、
誰
か
が
段
取
り
す
れ
ば
、

あ
と
は
、
収
穫
し
て
出
荷
す
る
単

純
作
業
な
の
で
、
体
力
と
人
手
が

あ
れ
ば
で
き
る
。
農
業
を
す
る
人

た
ち
で
、
社
会
人
野
球
の
チ
ー
ム

を
つ
く
れ
た
ら
」
と
力
を
込
め
た
。

　

菊
地
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の

活
躍
と「
地
域
の
新
し
い
受
け
皿
」

の
創
出
に
期
待
し
た
い
。

訪ねた元気人
シシトウ農家

菊
きく

地
ち

雄
ゆう

太
た

さん

収穫したシシトウ。１箱に１パック50gが30パック入る。多い日には一日に30箱～
40箱を出荷する

気
予
報
を
見
て
、
気
温
が
高
い
日

に
は
、
夜
中
の
３
時
にハウ
ス
を
開

け
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
台
風
で

ビ
ニ
ー
ルハウ
ス
が
全
て
飛
ば
さ
れ
る

被
害
に
遭
う
年
も
あ
る
。
昨
年
よ

り
台
風
が
小
さ
い
と
思
って
も
、コ
ー

ス
が
違
っ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル
の
耐
久

性
が
昨
年
よ
り
も
落
ち
て
い
た
り

す
る
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
複
雑
に

関
わ
り
合
っ
て
く
る
た
め
、
す
ご
く

難
し
い
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
て
い
か

ん
と
」
と
菊
地
さ
ん
は
力
を
込
め

た
。
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イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
は

始
ま
っ
た
ば
か
り

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
持
続
的

な
運
営
を
可
能
に
す
る
に
は
保
険

者
の
主
体
性
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ご
存
知

の
よ
う
に
、
２
０
１
８
年
度
よ
り

保
険
者
が
市
町
村
か
ら
都
道
府

県
へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国

保
運
営
を
支
援
す
る
目
的
で
国

保
努
力
支
援
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
、
保
険
者
が
実

施
す
る
事
業
を
評
価
し
、
そ
の
結

果
に
応
じ
て
年
間
１
、０
０
０
億
円

（
２
０
２
０
年
度
は
１
、５
０
０
億

円
の
予
定
）
を
配
分
す
る
「
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
」
の
仕
組
み
だ
。

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に
よ
っ

て
保
険
者
の
主
体
性
を
高
め
る

試
み
は
、
政
府
の
「
骨
太
方
針

２
０
１
７
」
に
掲
げ
ら
れ
ス
タ
ー

ト
し
た
。
私
は
政
府
委
員
と
し
て

こ
の
政
策
の
検
討
過
程
に
関
わ
っ

て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
実
施
す
れ

ば
効
果
的
な
予
防
・
健
康
づ
く
り

や
医
療
費
適
正
化
に
つ
な
が
る
か

と
い
う
知
見
が
な
い
中
で
、
制
度

を
設
計
す
る
難
し
さ
を
感
じ
て
お

り
、
国
保
を
支
え
る
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
は
黎
明
期
と
い
え
る
。

市
町
村
の
現
場
で

大
切
な
こ
と

　

と
は
い
え
、
制
度
が
始
ま
っ
た

以
上
、
現
場
で
は
日
々
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
保
険
者
と

な
っ
た
都
道
府
県
が
市
町
村
の
支

援
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

中
、
私
た
ち
の
研
究
ユニッ
ト
で
は
、

予
防
・
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
市

町
村
の
「
デ
ー
タ
ヘル
ス
計
画
」
を

６
都
県
の
皆
さ
ん
と
共
に
支
援
し

た
。
こ
の
一
年
で
80
の
区
市
町
村

の
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
中

Writer 's Profi le 随

想
こくほ

国
民
健
康
保
険
の

主
体
性
を
高
め
る
条
件

出身地／東京都
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Yu j i  F u r u i古井祐司

身
を
「
標
準
化
ツ
ー
ル
」
に
整
理

し
、
意
見
交
換
や
助
言
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
想
像
し
て
い

た
以
上
に
市
町
村
の
取
り
組
み
や

そ
の
背
景
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と

や
、
素
晴
ら
し
い
保
健
事
業
の
工

夫
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
現
場
の
職
員
が
力
を

発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
も

わ
かって
き
た
。

　
ひ
と
つ
は
、「
住
民
を
健
康
に
す

る
」
と
い
う
目
的
が
明
確
で
あ
る

こ
と
。
事
業
を
ま
わ
す
こ
と
に
一

生
懸
命
で
、
具
体
的
な
成
果
を
出

す
こ
と
は
二
の
次
に
な
り
が
ち
だ

が
、
本
来
の
ゴ
ー
ル
は
デ
ー
タ
に
基

づ
き
住
民
の
健
康
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
保
健
事
業

の
実
施
率
を
上
げ
る
こ
と
ば
か
り

に
追
い
立
て
ら
れ
て
き
た
あ
る
町

で
は
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た
こ

と
で
、
国
保
と
保
健
衛
生
の
両
部

署
が
共
創
し
て
、
様
々
な
工
夫
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

次
に
、
取
り
組
ん
だ
結
果
が
職

員
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
さ
れ
る
こ
と

も
重
要
だ
。
事
業
に
よ
っ
て
住
民

の
健
康
状
況
が
改
善
し
た
り
、
被

保
険
者
に
役
立
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上

が
る
。
ま
た
、
他
の
市
町
村
と
比

較
す
る
こ
と
で
事
業
の
進
捗
や
結

果
が
客
観
化
さ
れ
る
こ
と
も
有
用

で
あ
る
。「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

に
関
す
る
県
庁
の
会
議
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
あ
る
市
国
保

の
職
員
か
ら
は
、「
他
の
自
治
体

と
比
べ
て
良
か
っ
た
点
を
保
健
師

達
に
伝
え
た
い
！
」
と
いっ
た
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
、
結
果
の
フ
ィ
ー
ド

バッ
ク
が
現
場
の
主
体
性
に
プ
ラ
ス

に
働
く
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

明
文
化
し
て
吸
い
上
げ
る
こ
と
も

現
場
に
役
立
つ
。
こ
の一年
、
６
都

県
の
皆
さ
ん
と
私
た
ち
が
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
構
造
的
に
整

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
健
事

業
に
関
す
る
様
々
な
工
夫
が
抽
出

さ
れ
た
。
こ
の
知
見
を
活
用
し
て

い
け
ば
、
現
場
の
皆
さ
ん
が
取
り

組
め
る
こ
と
は
格
段
に
広
が
っ
て
い

く
。

　

こ
う
し
た
現
場
の
知
見
を

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
通
じ
て

抽
出
し
、
蓄
積
し
て
い
け
ば
、
国

と
し
て
も
そ
れ
に
連
動
す
る
評
価

指
標
を
設
定
で
き
、
有
用
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に
進
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
保
険
者
も

そ
れ
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
し
て
取

り
組
み
を
進
め
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
。
私
た
ち
の
研
究
ユニッ
ト
と
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
の
主
体
性

を
高
め
る
た
め
に
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
」
の
標
準
化
や
保
健
事
業

の
実
証
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
一
年
間

「
こ
く
ほ
随
想
」
の
連
載
を
担
当

し
た
こ
と
で
、
日
々
の
徒
然
な
る

自
身
の
取
り
組
み
を
意
識
し
、
研

究
や
政
策
に
関
わ
る
活
動
の
本
質

を
考
え
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

社
会
保
険
出
版
社
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

古
　
井
　
祐
　
司

東
京
大
学 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト 

特
任
教
授

随

想
こくほ
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柏島

　

南
国
市
役
所
市
民
課
国
保
係
の

藤
本
と
申
し
ま
す
。
今
年
で
入
庁

し
て
２
年
に
な
り
、
よ
う
や
く
余

裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
お
か
げ

な
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー

ク
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
何
に
つ

い
て
書
こ
う
か
と
悩
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
を
振
り
返
っ
た
時

に
、
私
の
中
の
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス

と
い
え
ば
成
人
を
迎
え
た
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
20
歳
に
な
っ
た
時
、

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？　

私
は
「
も
っ
と
10

代
で
い
た
い
の
に
な
あ
」
と
思
い

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、「
箸
が
転

ん
で
も
お
か
し
い
時
期
」
と
い
う

よ
う
に
10
代
は
何
を
し
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
し
、
特
別
に
感
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
頃
ハ
マ
っ
て
い

た
韓
国
ド
ラ
マ
の
影
響
で
誕
生
日

に
韓
国
の
お
酒
を
飲
み
、「
こ
う
い

う
楽
し
み
も
増
え
る
の
か
！
」
と

20
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
今
は
な
か
な

か
飲
み
会
が
で
き
ま
せ
ん
が
、せ
っ

か
く
高
知
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
の

で
、
お
い
し
い
食
べ
物
と
お
酒
を

楽
し
み
た
い
で
す
。
他
に
も
、
カ

ヌ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、
ガ
ラ
ス
細
工

作
成
な
ど
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
と
言
え
ば
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
は
成
人
式
で
す
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

成
人
式
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
残
念
で
し
た
が
、
振
袖
を
着

て
友
人
と
写
真
を
撮
り
、
た
く
さ

ん
の
方
に
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
と
て
も
良
い
節
目

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
中
で
成
人
を
迎
え
た
か
ら
こ
そ
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
し
、
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
先
は

今
ま
で
以
上
に
大
変
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
10

代
の
時
の
よ
う
に
ど
ん
な
こ
と
で

も
楽
し
み
な
が
ら
、
仕
事
も
私
生

活
も
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

『
昨
年
を
振
り
返
っ
て
』

南
国
市
役
所
　
市
民
課

主
事  

藤
本
　
遥

Coffee
Break

　

私
は
、
大
月
町
役
場
保
険
係
の

新
谷
と
申
し
ま
す
。
国
保
は
、
奥

の
深
い
仕
事
で
、
異
動
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
も
新
し
い

発
見
や
な
る
ほ
ど
と
思
わ
さ
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
周
り
の

皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
日
々
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
の

お
話
を
い
た
だ
き
、
何
を
書
い
て

よ
い
も
の
か
悩
み
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

私
に
は
、
夫
と
２
人
の
子
ど
も

が
い
ま
す
。
上
の
娘
は
現
在
24
歳
。

２
年
前
に
就
職
し
、
関
西
の
病
院

で
働
い
て
い
ま
す
。
下
の
息
子
は

現
在
18
歳
。
大
学
受
験
も
無
事
合

格
し
、
今
は
残
り
少
な
い
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
・
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
回
、
下
の
息
子
の
受
験

に
際
し
、
私
自
身
と
て
も
悩
み
ま

し
た
。
本
人
に
は
三
重
県
に
行
き

た
い
学
校
が
あ
る
。
し
か
し
、
親

で
見
れ
ば
似
た
学
校
は
近
く
に
も

あ
り
、
こ
ん
な
世
の
中
で
す
の
で
、

な
る
べ
く
な
ら
高
知
に
近
い
学
校

に
行
っ
て
ほ
し
い
。
た
び
た
び
息

子
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
息
子
の
気
持
ち
は
ゆ
ら

ぎ
ま
せ
ん
。
少
し
私
は
息
子
に
対

し
、「
親
の
気
も
知
ら
ん
と
！
」
と

い
う
気
持
ち
が
先
に
働
い
て
し
ま

い
、
大
人
気
な
い
で
す
が
息
子
と

ケ
ン
カ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

息
子
は
、
今
ま
で
そ
ん
な
に
親
に

逆
ら
う
よ
う
な
子
ど
も
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
余
計
に

腹
が
立
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
中
で
、
息
子
の
気
持
ち
を

尊
重
し
て
や
り
た
い
気
持
ち
と
、

少
し
で
も
近
く
に
い
て
、
何
か
あ

れ
ば
す
く
対
応
で
き
る
所
に
い
て

も
ら
い
た
い
気
持
ち
の
葛
藤
が
さ

ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

そ
ん
な
あ
る
日
の
夜
、
娘
に
今
の

状
況
を
相
談
し
ま
し
た
。
娘
は
息

子
が
尊
敬
す
る
「
姉
」
な
の
で
、

素
直
な
気
持
ち
を
話
せ
る
か
も
し

れ
な
い
！　

そ
う
思
い
、
娘
に
電

話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１
～

２
時
間
く
ら
い
た
っ
た
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
娘
か
ら
私
に
電
話
が

掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
話
は
、

息
子
の
気
持
ち
に
変
化
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
を
聞
き

シ
ョ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

続
け
て
、「
弟
の
気
持
ち
を
尊
重

し
て
や
っ
て
ほ
し
い
。
彼
は
彼
な

り
に
考
え
た
結
果
そ
の
学
校
を
選

ん
だ
の
だ
」
と
。「
母
ち
ゃ
ん
の

気
持
ち
は
十
分
弟
に
伝
わ
っ
て
い

る
。
弟
も
た
く
さ
ん
迷
っ
て
そ
の

学
校
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
私

も
弟
を
応
援
す
る
の
で
、
母
ち
ゃ

ん
も
応
援
し
て
ほ
し
い
」。

　

こ
の
言
葉
で
、
私
の
気
持
ち
も

少
し
晴
れ
、
息
子
を
応
援
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
変
わ
っ
て
い
く
と
同
時

に
娘
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
寂

し
さ
が
こ
み
上
げ
、
一
人
大
泣
き

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
泣
き
な
が

ら
、
自
分
が
就
職
し
て
行
く
と
き

の
母
の
気
持
ち
を
思
い
、
母
へ
の

感
謝
の
思
い
が
こ
み
上
げ
た
夜
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
新
生
活
へ
の
準
備
も
お

お
む
ね
終
わ
り
、
あ
と
は
卒
業

式
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
掲
載
が
皆
さ
ん
の
目
に

留
ま
る
頃
に
は
、
初
め
て
の
一
人

暮
ら
し
を
緊
張
し
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
る

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
彼
ら
の
成

長
を
ま
じ
ま
じ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
土
地
で
彼
ら
ら
し

く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

『
巣
立
つ
子
へ
』

Coffee
Break

大
月
町
役
場
　
町
民
福
祉
課

課
長
補
佐
兼
保
険
係
長  

新
谷
　
貴
子
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し
た
。
先
進
地
視
察
を
行
う
こ
と
で
、
退
院
可

能
な
方
達
が
退
院
し
て
地
域
で
当
た
り
前
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
高
知
市
に
し
た
い
と
思
う

と
と
も
に
、
先
進
地
で
活
動
し
て
い
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
出
会
い
か
ら
、
地
域
移
行
を
進

め
て
い
く
に
は
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
高
知
市
で
も
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

高
知
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
誕
生

高
知
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
誕
生

　

高
知
市
で
養
成
し
て
い
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
精
神
障
害
者
で
地
域
移
行
・
地
域
定
着
支

援
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
平
成
28
年
度
か
ら

養
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
一
般
相
談
支
援
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
、
地
域
移
行
・
地
域
定
着
支
援
に
関
わ
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は

対
象
の
方
と
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
相
手
に
共
感
で
き
、
専
門
職
に
よ
る

支
援
と
は
異
な
る
支
援
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
養
成
研
修
は
精
神
科
病
院

職
員
や
地
域
援
助
事
業
者
、
行
政
機
関
職
員
で

構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
で
、
研
修
内
容
の
検

討
や
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目
以
降
の
養

成
研
修
に
は
高
知
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
も
実
行

委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
35
名
が

高
知
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

281

保健師の
記録

高知市保健所健康増進課

中澤 麻美

ピアサポーターと協働した精神
障害者の地域移行支援の取り組み

精
神
病
床
の
多
い
高
知
市

精
神
病
床
の
多
い
高
知
市

　

高
知
市
は
平
成
10
年
４
月
、
中
核
市
に
移
行

し
、
同
時
に
保
健
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
令
和

３
年
１
月
１
日
現
在
の
人
口
は
32
万
５
２
１
８

人
で
す
。
高
知
市
に
は
精
神
病
床
が
多
く
、
平

成
30
年
10
月
１
日
時
点
の
人
口
10
万
人
対
精
神

病
床
数
は
５
３
７
・
０
で
、
全
国
平
均
の
約
２

倍
で
す
。

　

当
市
で
は
、
精
神
障
害
者
地
域
移
行
代
表
者

会
議
、
精
神
障
害
者
地
域
移
行
戦
略
会
議
、
精

神
障
害
者
地
域
移
行
支
援
者
会
議
、
以
上
３
つ

の
会
を
設
置
し
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に

精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

地
域
移
行
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

地
域
移
行
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

協
働
の
き
っ
か
け

協
働
の
き
っ
か
け

　

平
成
26
年
の
高
知
県
の
調
査
で
、
高
知
市
に

は
退
院
可
能
な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

入
院
を
継
続
し
て
い
る
精
神
障
害
者
が
一
定
数

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
、

地
域
移
行
支
援
の
利
用
実
績
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し

た
高
知
市
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
に「
精

神
科
病
院
か
ら
の
退
院
に
向
け
た
支
援
」
を
位

置
付
け
、
地
域
移
行
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
当
事
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
な
り
、
希
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
地
域
で
当
た
り
前
に

誰
も
が
地
域
で
当
た
り
前
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

高
知
市
を
め
ざ
し
て

高
知
市
を
め
ざ
し
て

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
職
員
や
支
援
者
の
意
識
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
関

係
者
で
協
議
す
る
場
を
通
し
、
家
族
会
や
当
事

者
を
含
む
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成

さ
れ
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

共
に
考
え
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
た
こ
と
が
、

今
回
の
取
り
組
み
の
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
、
地
域
移
行
・

地
域
定
着
支
援
の
利
用
者
数
は
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
に
力
を
貸
し

て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
誰
も
が
地
域
で

当
た
り
前
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る

高
知
市
を
め
ざ
し
て
、

取
り
組
み
を
続

け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

説
明
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

一
緒
に
内
容
を
考
え
ま
し
た
。
会
で
は
相
談
支

援
事
業
所
職
員
か
ら
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
等
に

つ
い
て
説
明
し
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
地

域
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

を
使
っ
て
い
る
か
、
住
ま
い
の
こ
と
、
お
金
の

管
理
等
の
話
を
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
も
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
点
を
話
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
は
自
分
の

症
状
を
ど
う
受
け
と

め
、
ど
う
対
処
す
る

か
、
薬
と
上
手
く
付

き
合
っ
て
い
く
た
め

に
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
る
か
等
、

病
気
と
の
付
き
合
い

方
を
自
身
の
経
験
を

ふ
ま
え
て
伝
え
て
く

だ
さ
る
の
で
、
患
者

さ
ん
か
ら
は
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
話
に
質
問
が
出
る
こ
と
も
多
い
で

す
。ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
語
る
リ
カ
バ
リ
ー（
回

復
）
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
支
援
の
対
象
と
な
る
人

に
希
望
を
与
え
、
自
分
が
精
神
疾
患
を
患
っ
た

と
い
う
同
じ
よ
う
な
経
験
か
ら
く
る
困
難
や
苦

労
、
経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
の
、
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が

与
え
て
く
れ
る
勇
気
と
希
望

与
え
て
く
れ
る
勇
気
と
希
望

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

職
員
が
引
き
出
せ
な
か
っ
た
本
人
の
希
望
や
思

い
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
み
た
い
」「
苦
手
な
時
間

帯
に
散
歩
を
し
て
み
た
い
」
等
、
生
き
る
意
欲

を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
の
専
門
性
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
「
支
援
者
に

は
病
気
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
な

か
っ
た
方
が
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
病
気
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す

こ
と
が
で
き
て
い
た
」
と
い
う
支

援
者
の
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
「
対

象
の
方
が
楽
し
そ
う
に
お
話
し
し

て
く
れ
た
の
で
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
」「
対
象
の
方
の
や
る
気
が
感
じ

ら
れ
、
私
自
身
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
」等
の
感
想
が
あ
り
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
動
が
自
身
の
リ
カ
バ
リ
ー
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。　
　
　

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
私
た
ち
保
健
所
職
員
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
仲
間
で
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
支
援
を

す
る
う
え
で
助
け
て
く
れ
る
存
在
で
す
。ま
た
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
専
門
性

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
専
門
性

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
院
内
説

明
会
へ
の
参
加
と
入
院
中
か
ら
の
個
別
支
援
で

す
。

　

対
象
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
お
手
伝
い
と
し
て
、
入
院
中
か
ら
退
院
後
ま

で
継
続
し
て
訪
問
し
お
話
を
聞
い
た
り
、
経
験

を
生
か
し
て
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

院
内
説
明
会
は
入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
等
、
今
後
の
生
活
に
希
望
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
院
内
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『KDBウォーク』 
国保データベース

（KDB）システムを活用しよう！

　特定健診受診者と未受診者に分けて 1人当たり医療費を比較することができます。未受診者の医療費が高
いことが多く、受診勧奨等に活用している保険者もあります。

■帳票「地域の全体像の把握」の CSV データを編集
　「地域の全体像の把握」のCSVをダウンロードします。（作成年月は年度累計を選択）
　地区単位でCSVをダウンロードすると地区毎の集計も可能です。

CSV内には下記の集計値を収載しているため、Excel で開いて、次のとおり集計します。
＜収載データ＞	 C列 75行目＝健診受診者数
	 D列 75行目＝健診対象者数
	 BI 列 75行目＝医科レセ総点数（健診受診者）
	 BL 列 75行目＝医科レセ総点数（健診未受診者）
※同列の 76～ 78行目にはそれぞれ県、同規模、国の値があるため、同様に集計して比較も可能です。

＜集計方法＞
　健診受診者の１人当たり医療費
　　健診受診者の総医療費（BI75 × 10円）÷健診受診者（C75）
　健診未受診者の１人当たり医療費
　　健診未受診者の総医療費（BL75× 10円）÷健診未受診者（D75－ C75）
　　　　　　　　　　　　例）令和元年度の高知県全体を集計
 

　要介護（支援）認定者における、有病割合の大きい疾病や有所見割合の大きい項目を確認し、要介護状態
と生活習慣病との関連を把握することができます。

■帳票「要介護（支援）者有病状況」を確認
　介護認定のデータと医療レセプトの傷病名データを合わせて、介護度別に生活習慣病等の有病状況を確認
できます。
　ここでは、1号被保険者（65歳以上）と 2号被保険者（40～ 64歳）に分けて集計していますが、その
他にも性・年齢階層別に有病状況の割合を経年比較で見える「医療・介護の突合（有病状況）」や、健診情報
と筋・骨格系疾患や認知症等の医療レセプト情報を付記して個人単位で確認できる「要介護（支援）者突合状況」
などの帳票も活用できます。	

 介護認定者の有病状況を確認しよう

 特定健診受診有無別の医療費

『KDBウォーク』 vol.03

　  第 3 回 健診・医療・介護データを活用しよう！
　第2回では医療費分析について紹介し、医療費の要素分解、疾病別、高額レセプトなど、さまざまな視点か
らの分析方法をご覧いただきました。
　KDBシステムでは、健診・医療・介護データを突合して、制度を跨いだ分析が可能です。
　第3回は突合されたデータの活用について紹介します。

高知市のみなさん

なるほど〜

ゴーゴー！

簡単！

１人当たり医療費（年）

健診受診者 健診未受診者

139,971 円 531,569 円
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 健診結果に医療情報を合わせてフローチャートを作成

　標準的な健診・保健指導プログラム（厚生労働省）では、健診・保健指導の実施と評価において、健診データ
と医療レセプトを突合したデータを用いてフローチャートを作成することが書かれています。
　KDBシステムでは、健診と医療を突合したデータでフローチャートを作成していますので、本人の問診結果
に基づいた階層化結果と異なる場合があります。

■厚生労働省様式 5-5　糖尿病等生活習慣病予防のための健診・保健指導
　生活習慣病の病名が付いたレセプトの有無で治療有無を判定していますので、本人の問診結果に基づいた階層
化結果と異なる場合があります。

年齢階級別に、介護認定者の有病状況を経年で確認できます。

介護認定者に医療情報を付帯して、個人単位で確認することができます。

　第3回は健診・医療・介護データを突合した活用について紹介しました。
　次回は、任意の条件で該当者の抽出ができる「介入支援管理」機能や、後期高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施に関するデータを紹介する予定です。

次回予告

『KDBウォーク』 vol.03

■ KDB システムに関するお問い合わせ：保険者支援課　保健事業係　TEL088-820-8420

帳票 _要介護（支援）者突合状況

帳票 _医療・介護の突合（有病状況）

ふ
む
ふ
む
！

！

各集計人数欄をクリックすると
「集計対象者一覧」画面が開き、
該当者が確認できます。

クリックすると、40歳～99歳までの5歳刻みと、
100歳～の集計に画面が切り替わります

2324 vol.346 vol.346



　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
本
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
３
年
４
月
１
日
を
も

ち
ま
し
て
高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

も
と
よ
り
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
事
業
等
の
健
全
な
運
営

と
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
４
月
に
財
政

運
営
の
責
任
の
主
体
を
都
道
府
県
と
す

る
、
国
保
制
度
の
大
改
革
が
行
わ
れ
、

国
保
の
財
政
基
盤
強
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
が
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
、

医
療
技
術
の
高
度
化
、
被
用
者
保
険
と

比
べ
て
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
加
入
割

合
が
多
い
と
い
う
構
造
的
な
課
題
が
あ

り
、
国
保
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
会
の
基
幹
業
務
の一つ
で
あ
り
ま
す

診
療
報
酬
審
査
支
払
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
「
審
査

支
払
機
能
の
在
り
方
検
討
会
」
に
お
き

ま
し
て
、
審
査
業
務
の
効
率
化
や
、
審

査
基
準
の
統
一化
の
推
進
な
ど
、
支
払
基

金
、
国
保
中
央
会
、
国
保
連
合
会
の
審

査
支
払
機
能
の
整
合
的
・
効
率
的
な
在

り
方
に
つい
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
報
告

書
と
審
査
支
払
改
革
に
関
す
る
工
程
表

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
は
、
そ
の
工
程
表
に
基
づ
き
保
険
者
の

皆
さ
ま
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
審
査
支

払
業
務
の
充
実
と
効
率
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
って
お

り
ま
す
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の一体
的
な
実
施
」
に
つ
き
ま
し
て
、

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
県
下
の
統

一
的
な
医
療
費
分
析
を
行
い
、
保
険
者

の
皆
さ
ま
が
進
め
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推

進
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
保
連
合
会
は
、
保
険
者
が
共
同
目

的
達
成
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で

あ
り
、
事
業
・
財
政
運
営
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
か
つ
的
確
に
応
え
な
が
ら
、
信
頼

さ
れ
る
国
保
連
合
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
険
者
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
の
方
々
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

国保連合会 2 月通常総会

新年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

事業運営を効率的・効果的に展開していく

　本会では、令和２年度２月通常総会を２月24日、高知市の高知城ホールにおいて
32会員の出席により開催した。報告事項３件および審議事項32議案を厳正に審議し、

原案どおり認定・可決した。

開
会
あ
い
さ
つ

保
険
者
業
務
の
軽
減
・
効

率
化
の
推
進
に
努
め
る

　

開
会
の
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
楠
瀬
耕
作
理

事
長
（
須
崎
市
長
）
は
、
本
会
に
お
い

て
は
厚
生
労
働
省
の
依
頼
を
受
け
、
住
所
地

以
外
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
支
払
代
行
業
務
を
令
和
３
年
度

に
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　

政
府
は
２
月
９
日
の
閣
議
で
、
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法

律
案
を
決
定
し
、
住
民
税
を
は
じ
め
、
国
保
、

国
民
年
金
、
介
護
な
ど
、
対
象
と
な
る
17
分

野
の
事
務
を
政
令
で
特
定
す
る
方
針
を
盛
り

込
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
や
ク
ラ
ウ
ド
化
を
目
指
す
考
え

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
ま
す
ま
す
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
令
和
３

年
３
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
、
10
月
か
ら
は
本
会

に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
振
替
業
務
の
開
始
が
予

定
さ
れ
、
保
険
者
業
務
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
「
基
幹
業
務
で
あ
る
審
査
業
務
の
充
実
、
医

療
費
の
適
正
化
や
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

等
に
よ
る
医
療
費
分
析
な
ど
、
保
険
者
の
皆

さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
運

営
を
効
率
的
・
効
果
的
に
展
開
す
る
」
と
し
、

保
険
者
業
務
の
軽
減
や
効
率
化
に
つ
な
が
る

業
務
の
推
進
に
一
層
努
め
て
い
く
と
し
て
、

強
い
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決

　

本
会
議
で
は
、
議
長
に

常
石
博
髙
・
田
野
町
長

を
選
出
し
、
議
事
録
署

名
人
に
上
村
誠
・
北
川
村
長
と
堀
見

和
道
・
佐
川
町
長
を
指
名
。
報
告
事
項

３
件
と
審
議
事
項
32
議
案
を
厳
正
に
審
議
し
、

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

高知県国民健康保険団体連合会
理事長　楠瀬 耕作

田野町長
常石 博髙 氏

高知県国民健康保険
団体連合会　事務局長

市
いちかわ

川 浩
ひろし

議長

１　
報
告
事
項

報
告
第
１
号	

会
務
報
告
書（
令
和
２
年
７
月
１
日
～

	

令
和
３
年
１
月
31
日
）

報
告
第
２
号	

中
間
監
査
報
告
書

報
告
第
３
号	

職
員
給
与
規
則
の一部
を
改
正
す
る

	

規
則
理
事
専
決
処
分
報
告

２　
審
議
事
項

議
案
第
１
号	

庁
舎
管
理
規
則
の一部
を
改
正
す
る

	

規
則
議
案

議
案
第
２
号	

診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計
経

	

理
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
３
号	

令
和
２
年
度
引
当
資
産
の
取
崩
議
案

議
案
第
４
号	

令
和
２
年
度一般
会
計
歳
入
歳
出
補

	

正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
５
号	

令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補

正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
６
号	

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳

入
歳
出
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
７
号	

令
和
２
年
度
職
員
退
職
手
当
特
別
会

計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
８
号	

令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出

補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
第
９
号	

令
和
３
年
度
事
業
計
画
制
定
議
案

議
案
第
10
号	

令
和
３
年
度一般
基
本
準
備
金
の
取
崩

議
案

議
案
第
11
号	

令
和
３
年
度
積
立
資
産・引
当
資
産
の

取
崩
議
案

議
案
第
12
号	

令
和
３
年
度一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
13
号	

令
和
３
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予

算

議
案
第
14
号	

令
和
３
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
診
療
報

酬
等
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
15
号	

令
和
３
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る

診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
16
号	

令
和
３
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関

す
る
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
17
号	

令
和
３
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払

特
別
会
計（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関

す
る
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
18
号	

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
19
号	

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計（
後
期
高
齢
者

医
療
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入
歳

出
予
算

議
案
第
20
号	

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計（
公
費
負
担
医

療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
21
号	

令
和
３
年
度
運
営
資
金
特
別
会
計
歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
22
号	

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
等
損
害

賠
償
請
求
事
務
共
同
処
理
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
23
号	

令
和
３
年
度
職
員
退
職
手
当
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
24
号	

令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出

予
算

議
案
第
25
号	

令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
介
護
給
付
費
等
支
払

勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
26
号	

令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
公
費
負
担
医
療
等
に

関
す
る
報
酬
等
支
払
勘
定
）歳
入
歳

出
予
算

議
案
第
27
号	

令
和
３
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
28
号	

令
和
３
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等
特
別
会
計（
障
害
介
護
給

付
費
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
29
号	

令
和
３
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等
特
別
会
計（
障
害
児
給
付

費
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
30
号	

令
和
３
年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計（
業
務

勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
31
号	

令
和
３
年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計（
特
定

健
診・特
定
保
健
指
導
等
費
用
支
払

勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
32
号	

令
和
３
年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計（
後
期

高
齢
者
健
診
等
費
用
支
払
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

祝辞を述べる
高橋 俊光氏

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
理
事
長
表
彰

国
保
事
業
の
運
営
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
５
人

が
そ
の
栄
誉
に
輝
く

　

本
会
議
前
に
は
、
令
和
２
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
理
事

長
表
彰
を
行
い
、
被
表
彰
者
に
対

し
、
楠
瀬
耕
作
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

〈
被
表
彰
者
〉（
敬
称
略
）

国
保
直
営
診
療
施
設
職
員

（
在
職
20
年
以
上
）

　

濵
田　

啓
子

　

矢
野　
　

茜

　

中
村　

美
翠

国
保
審
査
委
員
会
委
員

（
在
職
10
年
以
上
）

　

南　
　

晋

柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費
審
査

委
員
会
委
員
（
在
職
10
年
以
上
）

　

高
橋　

俊
光

高知県国民健康保険団体連合会役員
任期　自　令和 2 年 3 月 6 日　至　令和 4 年 3 月 5 日

役　名 氏　名 担当部会 現　職　名
理事長 楠瀬　耕作 須崎市長
副理事長 横山　幾夫 安芸市長
常務理事 渡辺　純正 総務部会
理事 岡﨑　誠也 〃 高知市長
〃 中平　正宏 業務部会 四万十市長
〃 大石　雅夫 〃 大豊町長
〃 池田　牧子 総務部会 いの町長
〃 岡林　弘毅 業務部会 高知県医師国保組合理事長
〃 中尾　博憲 〃 高知県国保地域医療推進協議会長
〃 嶋﨑　貴子 総務部会 高知県国保事務担当職員協議会高吾支部長
監事 竹﨑　和伸 奈半利町長
〃 田野　正利 三原村長

事務局長就任のごあいさつ

保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
、ニ
ー
ズ
に
応
え
、

信
頼
さ
れ
る
国
保
連
合
会
を
目
指
す
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高知県国民健康保険事務担当職員協議会

今
年
も
特
定
健
診
を

P
R
す
る
グ
ッ
ズ
を

作
成
し
ま
し
た
。

調
べ
な
い
と
気
付
け
な
い
！

健
康
の
カ
ギ
は
特
定
健
診

　高知県国民健康保険事務担当職員協議会では、第 62回国保事業経営等研究専
門部会を令和２年９月９日付け、書面にて開催し、国保被保険者に対する国保事業
の啓発活動について協議しました。
　平成 20年度から始まった特定健康診査（特定健診）・特定保健指導は、保険者
努力支援制度の評価指標でもあり、受診率向上に向けたさらなる取り組みが求めら
れています。
　令和２年度は「未受診者を対象とした特定健診受診勧奨」をテーマとして、市町
村等にキャッチフレーズを募集しました。投票により、香美市健康介護支援課保健
師	山中	清加氏に応募いただいた「調べないと気付けない！　健康のカギは特定健診」
（デザインを含む）に決定し、ウェットティッシュを作成。各市町村等へ配布しました。

T o p i c s

　
２
月
５
日
、
高
知
市
の
高
知
会
館
に
お

い
て
「
第
24
回
高
知
県
地
域
医
療
診
療
施

設
等
勤
務
医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業
幹

事
会
」
を
開
催
し
、W

eb

参
加
も
含
め
、

委
員
等
18
人
が
出
席
し
た
。

　

協
議
事
項
と
し
て
、
①
令
和
３
年
度
に

お
け
る
高
知
県
へ
き
地
診
療
施
設
等
勤
務

医
師
及
び
高
知
県
地
域
医
療
診
療
施
設
等

勤
務
医
師
の
後
期
研
修
実
施
②
高
知
県
へ

き
地
診
療
施
設
等
勤
務
医
師
修
学
資
金
貸

与
事
業
（
旧
事
業
）
医
師
及
び
高
知
県
地

域
医
療
診
療
施
設
等
勤
務
医
師
修
学
資
金

貸
与
事
業
医
師
の
配
置
―
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。

　

３
月
17
日
、
高
知
県
保
険
者
協

議
会
（
事
務
局
／
高
知
県
・
高
知

県
国
保
連
合
会
）
は
、
高
知
市
の

高
知
共
済
会
館
に
お
い
て
「
第
30
回

高
知
県
保
険
者
協
議
会
」
を
開
催

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
楠
瀬
耕
作
会

長
（
高
知
県
国
保
連
合
会
理
事
長
）

は
、「
本
協
議
会
は
医
療
保
険
者
が

職
域
の
枠
を
越
え
、
連
携・協
力
し
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
生
活
習
慣

病
対
策
等
、
保
健
事
業
を
効
果
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
、
県
民
一
人
一
人
の
健
康

寿
命
の
延
伸
と
適
正
な
医
療
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
応
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

述
べ
、
保
険
者
の
垣
根
を
越
え
た

連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
呼
び
掛
け

た
。

　

楠
瀬
耕
作
会
長
が
議
長
を
務
め
、

議
事
に
入
り
、
審
議
の
結
果
、
報

告
事
項
１
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
。

続
い
て
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
基

本
方
針
、
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出

予
算
を
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
認
定
・
可
決
し
た
。

　
そ
の
後
、
情
報
提
供
と
し
て
、
高

知
県
健
康
長
寿
政
策
課
か
ら
「
血

管
病
対
策
に
つ
い
て
」、
高
知
県
医

療
政
策
課
か
ら
「
高
知
県
の
地
域

医
療
構
想
に
つ
い
て
」、
高
知
県
医

事
薬
務
課
か
ら
「
医
薬
品
の
適
正

使
用
等
の
推
進
事
業
に
つ
い
て
」、

高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
か
ら「
医

療
費
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
」
の
情

報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
国
保
連
合
会
か
ら
は
「
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
実

施
状
況
調
べ
に
つ
い
て
」
の
説
明
を

行
っ
た
。

　

３
月
18
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
、今
年
度
、第
７
回
目
と
な
る
「
令

和
２
年
度
高
知
県
国
保
連
合
会
保
健

事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
を
開
催

し
、
委
員
お
よ
び
構
成
市
町
村
等
22

人
が
出
席
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
構

成
市
町
村
へ
の
支
援
と
し
て
、
千
葉

県
松
戸
市
に
お
け
る
「
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」

の
取
り
組
み
事
例
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に

よ
り
共
有
し
、
構
成
市
町
村
相
互
の

情
報
交
換
等
お
よ
び
委
員
と
の
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
最
後
と
な
る
本
委
員
会
で
は
、
令

和
２
年
度
支
援
評
価
員
会
の
振
り
返

り
、
令
和
３
年
度
支
援
評
価
員
会
の

計
画
案
・
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。

　

情
報
提
供
と
し
て
、
高
知
県
高
齢

者
福
祉
課
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
高
知
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
は
、
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
に
お
け
る
県
内
の
状
況
に

つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
た
。

地
域
住
民
の
医
療
の

地
域
住
民
の
医
療
の

確
保
充
実
を
図
る

確
保
充
実
を
図
る

第
24
回
高
知
県
地
域
医
療

診
療
施
設
等
勤
務
医
師
修

学
資
金
貸
与
事
業
幹
事
会

一
体
的
実
施
に
向
け
、
後
期
広
域

一
体
的
実
施
に
向
け
、
後
期
広
域

連
合
構
成
市
町
村
へ
の
支
援
を
行
う

連
合
構
成
市
町
村
へ
の
支
援
を
行
う

第
７
回
高
知
県
国
保
連
合
会

保
健
事
業
支
援・評
価
委
員
会

T o p i c s  1

T o p i c s  3

楠瀬 耕作 会長

地
域
保
険
と
職
域
保
険
の

地
域
保
険
と
職
域
保
険
の

更
な
る
連
携
強
化
を
！

更
な
る
連
携
強
化
を
！

第
30
回
高
知
県
保
険
者
協
議
会

T o p i c s  2

高
知
県
保
険
者
協
議
会

　地域医療への永年の貢献を称える「全国国民健康保
険診療施設協議会会長表彰」を35年の長きにわたり、
高知県の地域医療に貢献された、元仁淀川町国民健康
保険大崎診療所所長の沖　勇一氏が受賞しました。

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございますT o p i c s  4

令和２年度
全国国民健康保険
診療施設協議会会長表彰

2728 vol.346 vol.346



T o p i c s

濱
はま

田
だ

　颯
はや

斗
と

担当課・係／審査課　第１係
趣味／スポーツ観戦です。特にサッカーとバスケットボールの試合を見ることが好きです。
私の健康法／スポーツをすることです。友人と集まってバスケットボールなどをしています。
座右の銘／質実剛健
抱負／まだまだ分からないことが多いですが、１日でも早く戦力となれるよう努力してまいります。
	 どうぞよろしくお願いいたします。

坂
さかもと

本　由
ゆ き

樹
担当課・係／保険者支援課　保健事業係
趣味／バスケットボールをすることです。
私の健康法／ランニングをして体を動かします。
座右の銘／初志貫徹
抱負／分からないことを分からないままにせず、一つ一つできることを増やして、早く戦力になれるよ

う頑張ります。よろしくお願いします。

植
うえむら

村　世
せ な

菜
担当課・係／審査課　第３係
趣味映／映画鑑賞です。映画館でポップコーンを食べながら映画を見ることが好きです。
私の健康法／睡眠をしっかりとることです。
座右の銘／石の上にも三年
抱負／たくさんご迷惑をおかけしてしまうと思いますが、少しでも早く職務に慣れることができるよう

に精一杯努めますので、よろしくお願いいたします。

楠
くすのせ

瀬　しのぶ
担当課・係／保険者支援課　保健事業係
趣味／映画鑑賞（好きなジャンル：ファンタジー、魔法、アドベンチャー、ミステリー系）、美術鑑賞
私の健康法／早朝のウォーキング（空や樹木を仰ぎながら歩く）
座右の銘／地道にコツコツ。失敗も楽しむ。
抱負／これまで39年市町村で働いてきました！　その経験を土台にして、心機一転・笑顔満載で

頑張っていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

国保連合会に新しい仲間が増えました。よろしくお願いいたします。
本会では、令和３年4月1日付で事務職員３人および保健師（嘱託職員）１人を採用しました。

N E W
FACE

令和 3 年 4 月1日より
国民健康保険被保険者証が
次のように変更されています。

国保被保険者証更新
ポスターを作成しました

高知県国保連合会からのお知らせ

国民健康保険被保険者証（市町村国保）…

※医師国保組合被保険者証（桃色）は変更ありません。
※退職者医療制度については、緑色から変更ありません。
※令和 3年 3月（本格運用は10月の予定）よりオンライン
資格確認が開始されることに伴い、被保険者証の記号番
号に2桁の枝番が印字されます。

黄色

T o p i c s

国 保 連 合 会 からのお 知らせ

今後の会議の予定について （令和３年４月12日現在）

◎５月10日、11日　
　令和３年度国民健康保険及び後期高齢者医療事務担当職員新任者研修会（高知市）

「ヘルシーごはん—総集編—」を作成しました

　この度、「ヘルシーごはん」コーナーの連載終了に伴い、レシピ集「ヘルシーごはん—総集編—」
を作成しました。本会ホームページに掲載していますので、「今日は何を作ろうかな」というとき、
ぜひご活用ください。
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp//dayori/da_herushi.htm 

健康測定機器「骨ウエーブ」を新規購入の予定です

　現在、保険者の皆さまに貸し出しを行っている健康測定機器に、新たに骨健康度測定器「骨ウエー
ブ」を購入予定です。追って、製品詳細を紹介します（次号予定）。
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室・課 係 主な事務

審　査　課

第１係	
TEL	088-820-8404

●歯科レセプトの審査支払事務
●調剤レセプトの審査支払事務
●訪問看護療養費の審査支払事務
●診療報酬審査委員会歯科部会、調剤報酬審査委員会の運営
●課の庶務

第２係	
TEL	088-820-8405

●医科レセプトの審査支払事務
●診療報酬審査委員会の運営
【支払いに関する担当保険者】
市部、国保組合の保険者

第３係	
TEL	088-820-8406

●医科レセプトの審査支払事務
●高点数レセプトの審査支払事務
●診療報酬審査委員会専門部会の運営
【支払いに関する担当保険者】
安芸郡、土佐郡、長岡郡、吾川郡、高岡郡、幡多郡内の保険者

第４係	
TEL	088-820-8402

●保険者、保険医療機関等の再審査事務
●診療報酬審査委員会再審査部会の運営
●県外分診療報酬等全国決済事務

介護保険課

介護保険係	
TEL	088-820-8409	

	
（苦情）	

TEL	088-820-8410

●介護給付費及び介護予防・日常生活総合支援事業費の審査・支払、
　過誤調整、再審査、全国決済
●介護サービス事業者等に対する調査、助言及び指導
●介護保険者事務の共同処理
●介護給付費等審査委員会
●介護サービス苦情処理委員会
●高額医療介護（介護予防）サービス費の支給計算
●障害介護給付費等の審査支払及び過誤調整、全国決済
●障害者総合支援市町村事務の共同処理
●保険料（税）の年金からの特別徴収等における経由機関業務

業　務　課

業務係	
TEL	088-820-8407

●保険者等の過誤調整
●柔道整復施術療養費
●療養費の審査
●出産育児一時金、公費負担医療、福祉医療費等
●支払事務、諸率、統計

情報管理係	
TEL	088-820-8403

●被保険者資格・給付に係る電子記録の管理等
●情報ネットワークシステムの開発推進及び関連機器の維持管理
●国保情報集約システム
●レセプト点検共同事業
●保険者間調整
●国保財政診断事業
●保険料（税）適正算定マニュアル
●調査、情報収集及び分析・提供、保存

求償係	
TEL	088-820-8421

●第三者行為求償事務

令和３年度  国保連合会事務分担

室・課 係 主な事務

出		納		室 TEL	088-820-8419 ●現金及び有価証券等の出納及び保管

総　務　課

庶務係	

TEL	088-820-8401

●会務の総合調整

●総会、理事会及び監事会

●許可、届出、契約及び登記

●規約、規則、細則及び規程

●人事及び給与

●国保制度の改善強化対策

●その他の室・課に属さないこと

財務係	

TEL	088-820-8401

●財政計画及び予算の編成執行

●負担金及び手数料その他徴収金の賦課徴収

●物品の調達、貸借、検収及び不要品の売却

●連合会補助金及び貸付金の申請及び請求

●保険者に対する融資

保険者支援課

事業企画係	

TEL	088-820-8415

●事業の企画

●高知県国民健康保険事務担当職員協議会事務局

●高知県国保地域医療推進協議会事務局

●全国国民健康保険診療施設協議会に関すること

●用紙等の共同印刷、書籍等の購入斡旋

●健康測定機器、健康教育教材の貸し出し

●医師確保対策

●機関誌 ｢TOSA 国保だより」の編集、発行

●国保新聞

●ホームページ

保健事業係	

TEL	088-820-8420

●保健事業

●市町村保健師等研修事業

●市町村保健衛生職員協議会保健師部会

●高知県在宅保健活動者なでしこの会事務局

●国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

●特定健康診査・特定保健指導

●国保データベースシステム（ＫＤＢ）

●高知県保険者協議会事務局
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室・課 出納室・総務課 審査課 介護保険課 業務課 保険者支援課 国保事務担当職員協議会 国保地域医療推進協議会

４月 ○会員・保健事業負担金
　賦課徴収

○介護保険担当者説明会
　（資料送付）
○障害者総合支援給付担当者
　説明会（資料送付）

○下半期 2（3 月分）
　求償事務手数料請求
○国保医療費のお知らせ作成
（4・6・8・10・12・2 月）
○求償権確認調査および
　求償金滞納処理（毎月）
※求償金は収納月の翌月 10
日頃に該当保険者へ通知お
よび送金します。

○地域医療推進共同事業負担金賦課徴収
○共同斡旋物等代金請求（随時）
○国保新聞に関する業務（毎月）
○ TOSA 国保だより 346 号発行

○各支部総会
（支部単位で開催）

○監事会

５月
○療給実績報告基礎資料作成
○退職適用適正化実施に伴う
年金受給権者情報作成

○特定健診等国庫負担（補助）金の実績報告に関する説明会・特定
健診等事務担当職員新任者研修会
○国保事務担当職員新任者研修会

○監事会・理事会・総会 ○理事会・総会

６月
○全国国民健康保険診療施設協議会会費賦課徴収
○高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施におけるセミナー
○保険者協議会実務担当者部会（随時）

７月 ○監事会・理事会・通常総会

○国民健康保険高齢受給者証
　作成
○保険者等事務電子計算共同
　処理運営委員会

○特定健診・特定保健指導手数料請求
○ヘルスアップ推進員研修会
○広報委員会
○ TOSA 国保だより 347 号発行

○支部長会 ○国保診療施設四国ブロ
ック会研修会（香川県）

８月 ○年間無受診世帯および被保
険者名簿作成 ○高知県在宅保健活動者なでしこの会総会

○各支部研修会
（支部単位で開催）
○国保事業経営等研究専
門部会

○部会長・副部会長会

９月

○ケアプラン分析研修会
○保険料の年金からの特別徴
収業務手数料賦課徴収（前
期分）

○高知県国保事務担当職員研修会

10 月

○上半期求償事務手数料請求
○ 9 月末現在年齢階層別・男
女別被保険者数調べ（年齢
階層調べ）作成

○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」
　第 41 号発行
○ TOSA 国保だより 348 号発行

○全国国保地域医療学会
　（岡山県）
○部会長・副部会長会

11 月 ○国保制度改善強化
　全国大会（東京都）

○第三者行為求償事務研修会
（求償アドバイザーによる実
務研修（集合形式））
○退職適用適正化実施に伴う
　年金受給権者情報作成

○国保被保険者健康づくり推進月間
○国保運営協議会委員研修会

12 月 ○理事会
○レセプト点
検・調査事
務研修会

○新年度使用の共同印刷物受注
○理事会

１月 ○療給実績報告基礎資料
　（基礎表Ｙ）作成

○特定健診・特定保健指導集合契約に関する説明会
○保険者協議会研修会
○広報委員会
○ TOSA 国保だより 349 号発行

２月

○国保連合会表彰
○監事会・理事会・通常総会
○退職者医療共同事業負担
金調定

○保険料の年金からの特別徴
収業務手数料賦課徴収
　（後期分）
○保険者設置機器等保守経費
負担金請求

○保険者等事務電子計算共同
　処理運営委員会 ○被保険者証更新ポスター配布

○支部長会
○国保事業経営等研究専
門部会

○高知県国保地域医療学会
○部会長・副部会長会

３月

○介護予防ケアマネジメント
に係る財政調整
○介護給付費等通知圧着用紙
代請求

○下半期求償事務手数料請求
○疾病分類等冊子発行
○被保険者証等作成
　（国保・退職）

○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」
　第 42 号発行
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※日程調整中 ○国保保健賞表彰　○保健事業支援・評価委員会　○医療費分析研修会

令和３年度  国保連合会各室課事業年間予定表
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●編集後記では、（筆者の）身近な自然シリーズを連載中です。前回のアボカドに続き、我が家のNEW 
FACE 青森県産の王林（種から発芽）をご紹介するつもりでしたが、雪で葉が全て落ちてしまい、寂しい見
た目となっているため、新芽が育つまで持ち越しです。つきましては、今回は「筆者のお手軽・健康法」をご
紹介します。１カ月ほど前から、感染対策を行いながら有志による卓球に勤しんでいます。100円ショップのラ
ケットとネットを用いた緩いルールですが、ピンポン玉の動きに集中し、とても良い気分転換になっています。

●広報の担当となり、4年目の春を迎えました。昨年度はコロナ禍で、会議の中止が相次ぐなど、例年とは大
きく異なる一年でしたが、各コーナーへは、さまざまな取り組み事例等を寄稿していただき、ありがとうござ
います。連載コーナー「おらんくの保健事業」は誌面の見直しにより、今号で終了いたします。長い間あり
がとうございました。引き続き読みやすい誌面作りに向け、取り組んでまいりますので、今年度もなにとぞよ
ろしくお願いいたします。 （髙）

346号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

■発行者
高知県国民健康保険団体連合会
高知市丸ノ内２丁目 6-5　 TEL 088-820-8415
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp
E-mail koho@kochi-kokuhoren.or.jp

■印刷
株式会社リーブル　高知市神田 2126-1
TEL 088-837-1250　https://www.livre.jp

TOSA 国保だより 347 号
７月下旬発行予定

「馬路村」
　次回は馬路村を訪ね、これからの
まちづくりについて、山﨑出村長に
お話を伺います

豊かな自然と笑顔あふれる
のどかな村

2021年4月発行　346号

次号予告

編

集

後

記

（令和 3 年 4 月 1 日現在）

主事（財務係主事兼務）

主任　岡林　   隆
主任　田中　保史
主任　川久保美和
主任　谷脇もえり
主任　松本　和美
主査　田内　直子

主任　岡田　由香
主任　西村　恵奈
主事　近藤　由衣
主事　森光　智志
主事　濱田　颯斗

主任　秋友　   温
主任　宮本　晴美
主査　内田　麻由
主事　小松　加奈
主事　松下　芽生
主事　植村　世菜

（再任用）
主任　国沢　憲一

常務理事 
渡辺　純正

事務局長 
市川　　浩

主事　藤田あすか

主事　小嶋　　諒

主事　近森　麻衣

主任　吉本　早里
主任　田辺八十雄
主事　小松　亜衣

（再任用）
主任　名倉　雅也

主査　髙松　美佳
（再任用）
主任　江口　卓助

国保連合会事務局組織図

事務局次長
丸岡　　昭

庶務係長 田中　富貴

財務係長 和田　教雅

出納室長 山形　大吾

総務課長 芝　　　郁

保険者支援課長 諸石　恵子

介護保険課長 福岡　　曜

事業企画係長 竹田　貫太

保健事業係長 川村　真紀

第 1 係長 （山下課長補佐事務取扱）

第２係長 安江　由美

第３係長 廣田　陽平

第４係長 西山　知佐

介護保険係長 森　麻夕美

情報管理係長 楠島　美佳

求償係長 （羽賀課長補佐事務取扱）

業務係長 （早坂課長補佐事務取扱）

主任　多田　郁子
主査　井上　清貴
主査　鍵山　音子
主査　島本　佳朋
主事　鈴木万理恵
主事　中川　栞李

主査　川村　勇生
主査　廣田　愛実
主事　茨木　昭年

（再任用）
主任　前田　志保

主任　森本　歩美
主任　川西　未紗
主任　植村　健司
主査　鍵山　晶哉
主事　西村　麻美
主事　坂本　由樹

主任　田渕　智子
主任　永野　博也
主事　藤﨑　理紗

088-820-8419

088-820-8409

088-820-8415

088-820-8415

088-820-8420

088-820-8421

088-820-8403

088-820-8407

088-820-8404

088-820-8405

088-820-8406

088-820-8402

088-820-8401

審査課長 小島　佳子
課長補佐 山下　大輔

088-820-8404

国民健康保険中央会に派遣
主査　江里口　恵

業務課長（丸岡事務局次長事務取扱）

課長補佐 早坂　美保
課長補佐 羽賀　　淳

088-820-8407
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